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中心課題の設定 因果関係図

 

課題： 

 

原因 

富国強兵 殖産興業 文明開化 

結果 

 

感想・問題点： 
 

分かったこと、気付いたこと、思ったこと 
・ 
・ 
 

明治維新 

   

1854 年 日米和親条約 
1858 年 日米修好通商条約 

条約 
改正 

ノルマントン号事件の

風刺画
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予想の因果関係図

アヘン戦争(1840～1842) 

南京条約(1842) 

ペリー来航(1854) 

明治維新(1868) 

イギリス 

インド植民地化 

富国強兵 殖産興業 

内閣制度(1885) 

大日本帝国憲法(1889) 

第一回帝国議会(1890) 

文明開化 

課題：なぜ不平等条約を改正することができたか？ 

日米修好通商条約締結 

(1858) 

学制(1872) 

地租改正・徴兵令(1873) 

岩 倉 具 視 使 節 団

寺島宗則(1878)

井上馨(1883)

大隈重信(1889)

青木周蔵(1891)

陸奥宗光(1894)

小村寿太郎(1911)

日米和親条約(1854) 
井伊直弼

の肖像画

ペリー一行上陸の図

アヘン戦争の図

ペリー

の肖像画
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日清・日露戦争での勝利、近代産業・文化の発達、韓国併合因果関係図

条約改正(1911) 
関税自主権獲得 

条約改正(1894) 
領事裁判権撤廃 

日米修好通商条約締結 
（不平等条約）(1858) 

原因 

結果 

課題：日清戦争で勝利したことは、条約改正にどのように影響したか？ 

課題：日露戦争で勝利したことは、条約改正にどのように影響したか？ 

課題：近代産業の発達は、条約改正にどのように影響したか？ 

課題：近代文化の発達は、条約改正にどのように影響したか？ 

課題：韓国併合は、条約改正にどのように影響したか？ 
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まとめの因果関係図

条約改正 (1911) 
関税自主権獲得  

条約改正 (1894) 
領事裁判権撤廃  

日米修好通商条約締結

（不平等条約）(1858) 

原因  

結果  

ノルマントン号事件

(1886) 

韓国併合  
(1910) 

課題  ：  なぜ不平等条約を改正することができたのか？  

 


